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ご あ い さ つ

会 長 食 滞 義 雄

会員の皆様には､顕彰会のため常日頃ご協力をいただき感謝しております｡

過 日の総会について主なものをご報告を申し上げたいと思います｡詳細については別
紙をご覧下さい｡

平成 19年度 (第 11回)総会は､研究例会の開催､根本正伝が大詰めをむかえたこ

と､ゆかりの地を訪ねる旅 (10月下旬)､公民館まつり (11月)の準備 ･展示､顕彰

会 10周年事業 (11月下旬 ･生誕地五台地区でのフェスティバル､諸般の事情により

延期)などにより例年より遅れてしまいました.また､ 12月 2日の総会では､会計年
度の変更に伴 う半年分 (!0-3月)の事業計画､予算案が審議未了のため､継続総会

を 1月 27日に実施 し誠に申し訳ありませんでした｡

今回の総会では､那珂市から補助金を受ける関係上､市の指導により ｢会計年度の変

更｣をすることになりました｡従来は､ 10月から翌年の 9月までの変則的会計年度で

したが､新年度 (20年)からは 4月から 21年 3月までの会計年度に変更になります｡

従って､平成 19年 10月から 20年 3月までは､暫定予算を組むことになりました0

予算につきましては､ 3000円の会費で 19年 10月から 21年 3月までの 18ケ
月 (1･5年分)をまかなうことにしました｡つまり､今回は例外として 6ケ月分 (1 
500円)の会費は集めないことにしました｡ 19年 10月から 20年 3月 (6ケ月分)

までは､会費の 3分の 1 (1000円)を充て､残 りの 3分の 2 (2000円)を 20
年4月から 21年 3月 (12ケ月分)までの予算に充てることを決定しました｡そして

会費は単年度会費にしました｡

次ぎに 5カ年計画で進めて参 りました ｢根本正伝｣の出版事業ですが､伝記の題名が

次のように決定しました｡ 
<『不屈の政治家 根本正伝』一今こそ生きる人間を大切にする心>
伝記は第 1章から第 6章､附章からなります (目次参照)｡原稿は第 3次の原稿の検討

が終了し､清書して原稿を加藤純二先生にお送 りしてご指導いただいたのを清書して印

刷会社に出すようになります｡加藤先生は東北大学医学部卒､仙台市宮城野区で ｢宮千
代加藤内科医院｣を開業､日本禁酒同盟理事長､東北アルコール医療研究会及び仙台郷

土研究会会員で､公私ともにご多忙の中､ご指導を賜り感謝しております｡また､出版

費用については､第 9回総会 (17･l l･27)で決定してお りますのでそれに従っ

て支出させて頂きたいと思います｡ 自助努力で出来る限り回収に努めたいと思います｡

会員の皆様にもご協力をお願いしたいと思います｡ただし､会員の皆様には ｢不屈の政

治家根本正伝｣は､無償で配付 したいと思います｡印刷会社については那珂市の指定業

者から選び､入札制の方向で考えております｡印税は根本正顕彰会に入るように致しま
す｡

現在の世情を見ると､食品 ･建設業界 ･紙などあらゆる分野で偽物がまかり通 り､誠

意 ･信義無く､親族間の殺人､高齢者の疎外､高齢者をねらった振 り込み詐欺など倫理

･道徳の退廃が見られます｡この殺伐とした世情に対し､『不屈の政治家根本正伝』の発
刊を機に根本正の ｢人間を大切にし､思いや りの精神､報恩感謝の精神､平等の精神｣
を那珂市から発信 していきたいと思います｡

今後も史料を発振 し調査研究を続け､第 2次､第 3次の出版に取り組んでいきたいと

思います｡

顕彰会では ｢lT関係の充実｣(鈴木理事担当)をはかりました｡その結果､日本禁煙

学会から根本正が未成年者喫煙禁止法をつくったのをはじめて知ったとか､法案が提案
された理由について巷間様々な意見があるが､今回新 しい資料を得て夫れが大部分誤っ
ていることに気が付きましたなどのご意見が寄せられました｡

今年は 2月 16日に TBS放送で取り上げられたり､茨城県発行 『輝く茨城の先人たち』

にも 1人 2頁ですが取 り上げられ脚光をあびてきております｡ 
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2 遠藤和男副会長のご逝去を悼む

遠藤和男副会長は､昨年 12月急逝されたので大変驚いたことでした｡｡

遠藤副会長は平成 10年の根本正顕彰会の創立時から副会長を務められ､三委員会の-一

つである行事広報委員会の委員長として､顕彰会と会員の方々を結ぶ ｢会報｣を長く担

当されました｡また､顕彰会の重要な行事である ｢根本正ゆかりの地を訪ねる旅｣の企

画実施に当たるなど当会の発展に多大なる功績を残されました｡

根本正生誕 150周年事業では､実行委員会副会長として各種団体との交渉など東奔

西走すると共に 『生誕 150周年記念誌』､『根本正物語』(マンガ本)を担当されまし

た｡

近々発刊される 『不屈の政治家根本正伝jjでは､｢顕彰会の 10年の歩み｣などを担当

してお りました｡慎んでご冥福をお祈り致します｡ 

3 報 告 

(1) 第 11回定期総会報告
平成 19年 12月 2日 (日)､中央公民館に於いて第 11回の定期総会が開催された｡

会長からは､研究例会や ｢伝記｣の編さん事業など実に多忙な一年間であったとの総括が

なされた｡来賓の平松俊男教育長からは､現在の教育界の諸問題の中で､学校と地域の連

携の在 り方､全体の学力でなく一人ひとりの学力をいかに伸ばすか､また大人や社会は子

供に対して今何をなすべきかを考えねばならないとき､根本正先生の教えは非常な力とな

るとのご挨拶をいただいた｡加藤純二先生からは､現在進められている ｢伝記｣刊行には､

これまでの大きな研究成果が盛 り込まれており､また新 しい視点からの多くの郷土資料が

駆使 されていて､期待できる内容であり刊行が楽しみである旨のご挨拶をいただいたo 

[会の活動 ･予算案について]

第 10年度の事業報告 ･決算報告が承認 された｡会計年度について､本顕彰会は発足当

初から 10月から 9月までの会計年度を採っていた｡しかし､那珂市から補助金を受けて

いることから会計年度の統一性が出てきたoこれにより､移行期として 10月から翌年 3

月までの暫定事業計画案､予算案を設定して平成 19年 12月 2日 (日)の総会に臨んだ

が､納入された会費の扱いをめぐって混乱が生じ審議未了となった｡

なお､会則の一部改定があった｡会計年度を 4月から 3月までとすること｡顧問は会長

の諮問に応じて本会の事業について意見を述べることとしたことなど｡ しかし､常に開か

れた顕彰会であり､お互い意見は十分に述べあうことを確認 した｡

総会後の記念講演会は､水戸史学会副会長の久野勝弥先生から ｢根本正と水戸の教学｣

と窟 して記念講演会が行われた｡(詳細は別項) 

[再開総会について]

再開総会は平成 20年 1月 27日 (日)に行われた○初めに､急逝された遠藤和男副会

長に対し全員で黙祷を捧げ､長年の多大なご尽力に対し感謝すると共にご冥福を祈った｡

多くの新入会員間題があったが､先の総会の継続とい うことで会長が招集 した会員により

審議がなされ､暫定事業案 ･予算案は可決承課 された｡ (内容は､『伝記』の目次 ･会員

名簿と共に別紙参照)

なお､出版事業に関する編纂委員会の内容 ･資金 ･著作権などに関する質疑応答､平成 

20年はブラジル交流百周年記念の年､本会事業-の反映を促す意見などが出された｡ 
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(2) 茨城 ･ブラジルふるさとリーダー交流事業歓迎会に出席して

副会長 仲 田 義 一

去る 2月 22日､ブラジルより茨城県の招きで 2名のふるさとリーダーが来日され､

その歓迎セレモニーが､水戸市内のレス トランに於いて開催された｡主催者茨城県国際

課の依頼により根本顕彰会では､食滞会長､仲田副会長が出席した｡

当日の出席者は､ブラジルふるさとリーダーの岡田浩子氏､村沢光男マルセロ氏､ホ

ス トファミリーの川上千尋氏夫妻 (常陸太田市)､県海外移住家族会監事の緑川和基氏､
研修受け入れ機関の県産業技術短期大学校長､それに本事業を担当する事務局の県国際

課鈴木課長をはじめ 4名など 12名であった｡

歓迎セレモニーには､出席者の紹介､ブラジル移民者の生活などを中心に歓談が約 1
時間余和やかに行われた｡ふるさとリーダーの 1人岡田浩子氏 (47歳 ･国籍 日本 ･1

世)は､現在サンパウロ州グァタパラ市に住み農業 ･菓子販売業を営んでいる｡彼女は 
2歳のとき母と姉とで渡伯し､今回は 45年振りの来日とのこと｡また､ 2人の子供は
現在 日本で働いているとのこと｡もう 1人の村沢光男マルセロ氏 (23歳 ･国籍ブラジ

ル 日系 4世 ･曾祖父が茨城県出身)は､サンパウロ州サンパウロに住み､現在サンパウ

ロ電話局に勤務しており､今回が初来日とのことである｡

今度のふるさとリーダー交流事業 日程は､ 1週間で､県庁訪問 ･知事表敬､水戸市内

視察､ホームステイ (2泊)､東京観光と現在ブラジルで働いている仕事に関連した職場

での研修も組まれている｡
根本正の移民探検調査 (明治 27年)により道が開かれたブラジル移民は､今年 10 

0周年を迎える｡神戸港を出港した移民船第 1号 ｢笠戸丸｣が､約 50日の航海を経て
南米ブラジル ･サントス港に着いたのは､1 908年 (明治 41)6月 18日であった｡

爾来､苦節 100年､ブラジル農業発展に多大な貢献を果たした移民者は､日系 3-

4世を含め現在 150万人といわれ最大の移民国である｡その中に茨城県人会 (昭和 3 
6年創立 ･会長川上淳氏)もあり､ 1780人､約 500世帯が加盟している｡今年は 
47周年を迎えるという｡益々のご活躍ご発展を祈念致します｡

※グァタバラ地区

茨城県から始めてのブラジル移民に同行した緑川和基氏によると､昭和 36

年に 6家族 33名が入植 したという｡最も多いときで 20家族､現在は日本に

働きに出たりして減少しているという｡鉄道の便はなくバスの便しかない｡飛
行機を利用するにはバスで 4時間かかるサンパウロまで出なければならないと

いう｡ 
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(3)平成 19年度禁煙啓発研修会開かれる 理事 川上清

平成 20年 1月 30日 (水) 13時より県立健康プラザ 3F大会議室において本年度の

禁煙啓発研修会が開かれた｡公開の研修会で新聞に事前紹介記事があったのを見て会場に

出かけた｡県保健予防課､県健康プラザの担当者にも会 うことができ､ 3人の講師の話を

伺った｡途中入場のため部分的にしか開けなかったが､禁煙活動に熱心に活動する人がい

ることを十分に知ることのできる研修会であった｡

当日の開催経過を追ってみた｡ 

1 開会 主催者挨拶 

2 講演 演題 ｢えっ !それはマジッすか? ～タバコの不都合な真実とは～ ｣

講師 宮城県登米市立米谷病院上沼診療所 所長 佐々木直英氏

<内容 >配布資料によれば､タバコ病､副流煙の有害性､こどもの喫煙､健康法第二十五

条受動喫煙の防止 タバコの煙は子 -の虐待 妊婦のタバコで胎児に障害 タバコはナン

バーワンキラー 喫煙者は健康な人生が 12年短く､5年長く病気に苦しみ､7年早く死ぬ｡

タバコ税収と喫煙によるコス ト等が語られた｡氏の最終部分を聞けた0｢喫煙者は苦しんで

いる｡決 してタバコを止めろとか禁煙できないことを責めてはいけない｣に共感できた｡ 

3 講演 演題 ｢知煙､避煙､卒煙｣ ～タバコの害とその防止～

講師 茨城県立中央病院 消化器内科 部長 天貝賢二氏

<内容 >天貝先生の主張は回を追 うごとに矛先が鋭 く研がれる｡ ｢アカデ ミー賞の真実

は ･犯罪社会のアメリカ 麻薬､殺人､自殺 - ･ ･でも一番多くひとを殺 したのは?｣

と問いかけ､｢たばこ 1本で 5分半､命が短くなる｣と説く｡ ･自動車事故で死ぬ人 7千

人､ ･自殺で死ぬ人 3万人､ ･肺がんで死ぬ人 5万人､ ･タバコで早死にする人 1 

1万 4千人 と数字を具体的にあげ説明された｡以下豊富な資料を使用 し､多面的に害毒

が説明された｡喫煙者に科学的な説明材料 として伝わってほしいと思 う｡禁煙者集団には

当然と同意が得 られても､そしてその人たちが個別に伝える材料にするとしても天貝先生

の説得ある解説は正確には届きにくいかもしれないOタバコケースに死につながる病気 4

種が書かれていても効果が薄い現実からも､実効性が上がるには先生の害毒論を背景にこ

れからも地道な活動が要求される｡あきらめずにタバコがこの世から消えるまでそれは続

く戦いと言っても過言でないと私は受け止めた｡先生の内容豊かな解説であった｡ 

4 事例発表 発表者 茨城県北地域産業保健センターコーディネーター (たばこ対策推

進員)和田弘氏

<内容> 1) 自分が禁煙に踏み切った理由 2)受動喫煙の恐怖 3)中小企業の

事務室におけるタバコ対策の一例 事務室内で喫煙が日常茶飯事に行われる中で実施 し

た指導 2回の内容 と結果が報告された.指導結論 としてビル内禁煙は一気に指導 しても喫

煙者の不満が出るばかりで成功はしない｡喫煙者も禁煙者も納得 して成功するものである｡

との報告がされた｡熱心さが伝わる発表だった｡ 
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4総会講演 (平成 20年 12月 2日 講演要旨) 

(1)講 師 久野勝弥氏 水戸史学会副会長､茨城県郷土文化研究会副会長 

(2)会 場 那珂市中央公民館講座室 

(3)演 唐 ｢根 本 正 と水戸教学｣一弘 道 館 記一

以下は久野先生からの寄稿文である｡

仲田昭一氏の所蔵する一書は､｢忠孝究二､文武不岐､学問事業不殊其効､大

正二年壬子冬 根本正｣とあり､｢弘道館記｣の一節である｡この一節は弘道館
の教育目標を記した ｢奉神州之道､資西土之教､忠孝究二､文武不岐､学問事
業不殊其効､敬神崇億､無有偏党､集衆思量群力｣の中の一文である｡

この事によって､根本正の教養の基礎に水戸学､弘道館教育があったことが

窺えよう｡

ところが､最後に記された ｢大正二年壬子冬｣には問題がある｡大正二年は

西暦で一九十三年であるが､干支で言えば契丑である｡壬子であれば大正元年

になる｡この誤 りはどこから出たのであろうか｡この問題を検討してみたいと

思う｡
大正二年というのは根本正の六三歳の時である｡十代の時に豊田天功に従っ

て水戸学を学んだことは生涯の教養の基礎になっていたと考えられる｡十六歳

の時に時計とマッチを見て西洋文明に驚き､キリス ト教入信ともに人類の普遍
的な価値観を求め､その実現に向かって努力する｡民主主義の追求､議会主義､

議会を構成する選挙の方法 (公平選挙､普通選挙)､義務教育､未成年者喫煙禁

止法､未成年者飲酒禁止法など､全て普遍的な価値体系を持つものであった｡｢大

義震天地｣という書は､この時期の根本正の行動と心情を吐露したものであろ
う｡

しかし､いかに普遍的な価値を求めて努力しても､普遍的人間あるいは国際

人にはならなかった｡やはり日本人である｡それ故に日本の教育､日本の政治､
日本の将来を担 う青少年の健全なあり方を追い求め､その実現に努力を重ねた

のである｡彼が普遍的な価値観を求め､普通の人間､国際人の方向を選択した

ならば､哲学者あるいは宗教家になっていたであろう｡

私は根本正が普遍的な価値あるものを追求し､その実現に努力したが､日本

人としての立場に立って､日本の政治家として理想の実現に努力したことを高

く評価する｡

その意味では普遍的な価値を求めながら､その立場は特殊であったと言える
であろう｡少年の時期に豊田天功に従って学んだ水戸学の教養はやはり特殊な

地域的なものであった｡

還暦を迎えて､多くの仕事を成 し遂げた根本正も､やや ｢ほっ｣として大正

二年を迎えた｡年代と干支の誤りも､このような気持ちが現れているのかも知
れない｡また､｢弘道館記｣の一節を記した背景もこの時期に無意織の中に少年

期に学んだ特殊性を持つ教養が建ったのではなかろうか｡

それはこの頃から郷土に関する仕事を手掛けているからである｡その代表が

水郡線建設-の努力であり､村松の砂防林の建設計画である｡

日本人根本正は那珂町東木倉生まれの根本正であった｡限られた人生の中で､

最後は故郷の､生まれた土地に､恩返しをしたいと考えた時に､｢忠孝究二､文

武不岐､学問事業不殊其効｣という書が生まれたものと考えている｡ 
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5 ウェス ト嬢小伝及禁酒演鋭集について

食 滞 義 雄 

Ll)はじめに
昨年の第 54回研究例会 (9月27日)で､｢日本に於けるウェス ト嬢について｣


というテーマで発表 しました｡ウェス ト嬢は北米合衆国イリノイ婦人禁酒会会頭で､

世界婦人禁酒会機関雑誌 『ユニオン ･シグナル』の主筆記者です｡ 日本には明治 25

年 (1892) 9月来日し､禁酒事業の啓蒙のため日本各地を巡回講演し､我が国の

禁酒運動に大きな影響を与えたが､残念ながら黄症病という病魔におかされ､ 12月
 
1日､加賀 (金沢)で死去しました｡

根本正は日本禁酒同盟会会長の安藤太郎などと協力して､その葬儀のために全力を

尽くしました｡

前述の研究例会でウェス ト嬢の禁酒演説の内容についての要望がありましたので､

今回､国立国会図書館で収集 した 『ウェス ト嬢小伝及禁酒演説集 ･sketch 0 
f M issM ary AlleWetl( メリー ･ア-レンn sJ 編集兼発行者根本正)から､｢

･ウェス ト嬢小伝｣と ｢家庭の禁酒｣について紹介したいと思います｡残 りの ｢日本
人の禁酒事業は大和魂の真相なり｣と ｢酒の害｣については後 日紹介したいと思いま
す｡ 

(2)目次 (C ontents)は､次の 4文章よりなっている｡そのうち ｢家庭の禁酒｣は､根

本正がメリー ･ア-レン ･ウェス ト嬢の禁酒諦演を聴いてまとめたものである｡ 
(1)メレ- ･アーレン ･ウェス ト嬢の小伝 
(2)家庭の禁酒 (パムリビリングス雑誌より訳出す)


メリー ･ア-レン ･ウェス ト述､根本正訳
 
(3) 日本人の禁酒事業は大和魂の真相なり (安藤太郎氏の 1節) 
(4)酒の害 津田 仙

し3沙 レ一 ･ア-レン ･ウェス ト嬢の小伝婦人による雑誌はたくさん出版されてい

るが､万国禁酒会のユニオン ･シグナルに対比できるものはない｡ユニオン ･シグナル

わしき花｣であるという｡英語を話す国で は万国禁酒事業の灯明台であり､｢うる
誌を読んでない国はない｡そのため発行部数は､禁酒会という言葉が用いられ､この雑

嬢はこ は毎号 10万部に達している｡ウェス ト

の雑誌の読者を左右する主筆記者である｡彼女は未開発でイリノイ州が荒漠たる原

家に生まれたので､彼女は生まれながらに野だった頃､とても熱心なキリス ト教徒の
買に反対する心及び禁酒の精神｣を周 りのして ｢宗教上の道徳､教育の噂好､奴隷売

少から度量があり､勤勉で休みなき太洋の人達の雰囲気から自然と学んだ｡彼女は幼

如く活動的であった｡健全な精神をもち熱心で､しかも全てに於いて勤勉で､ 17才でイリノイ州立大学を卒業した｡そして先



ず生活の第一歩として教育についたのは､非凡な女性であることの証明である｡彼女

は読書が好きで､卒業してからは学校の教授を一生懸命務め､子供から青年男女に至

まで深く愛する心は他の誰にも負けない｡彼女の教授は義務心から出たのではなく､
真に彼 らを愛し慈しむ心から出ているので ｢その精神を吹き込むに当たりても子弟を

して最も快楽ある方法に導きて､成業の上にも､智織の上にも尤も幸福ある道に導び
くを得たり｣という｡

彼女はその実績により教育界で大きな勢力をもち､教授上成功しているのでヲック

ス大学校の教頭に 2度も選ばれ､ 9年間務めた｡このような地位を得た人は､故郷の

イリノイ州では始めてである｡後に彼女はイリノイ州の禁酒会長を務めている｡彼女

はあらゆる教育集会に出席 し､絶えず学校､子弟のために尽力した｡また､雑誌-の

寄稿も欠かさず､多忙を極め､病弱なる母と妹 Q)痛 唇を兄の責任にまかせて活動した｡
彼女は隠密裏に西方に旅行しようにも､ここ彼処に彼女の子供 ･娘のように教育し

た商人などが居て必ず会 うことになる｡ 日曜学校の組の中には､外国伝道上に於いて

教授 した 1組ほど手広く活動している組はない｡ 12名の熱心なる婦人伝道者は ｢ウ

ェ ト嬢の娘｣として､｢ウェス ト嬢の代理人｣として喜んで活動している｡

かの暗黒の日と言われる南北戦争の時には､身体全体にみなぎる熱心さと燃える如

き精神で衛生委員の一員として､怪我 した兵士の包帯を巻いたり､兵士の上着を直し
たりして看護に努めた｡また､馬鈴薯 ･タマネギ ･キュウリ等の調理も進んで行なっ

たという｡

彼女は生命救助会の中でも有力家で､兵隊中では最も活発で有名であった｡兵士救

助会の書記として活躍 し､｢戦争の終わる遠大なる勢力をしめたり｣という｡

彼女は一個人的事業に甘んずることなく､イリノイ州に 1つの家庭雑誌を起し､ 1
 

000里以上離れた人達にも愛読される雑誌になったというO

禁酒会の必要性を説く婦人十字軍に出会い､心を動かされ､禁酒のために熱心に運

動するようになった｡そしてイリノイ州婦人禁酒会長になると､全州を走り回り､市

民の家を訪ねて多数の市民と親密なる粋を結び､父母が ｢その子女に対する家庭教育
と､その子女が学校教場にある時の関係等｣の経験を積んでいった｡当時､世間の人

達が望んでいた 『小児とその注意及びその開育法』を著し､家庭教育などに有益な資
料を提供している｡
彼女は忙しい中､万国禁酒会の機関誌ユニオン ･シグナルの記者になり､ 10万の

読者に ｢健全なる筆と健全なる脳を以て進歩せる思想と才能｣を熱心に記事で伝えて

いる｡シカゴに居住 してからは､市内有志婦人の発案で婦人記者の便宜と利益のため

婦人出版協会が設立され､その総理に推奨された｡幾多の困難を克服し今 日に至って

いる｡彼女の頭脳は米国婦人社会の大きな勢力になり､シカゴ婦人クラブでは､必要

不可欠な会員であるように､社会に於いても必要な人であることを証明するには小伝

では語 り尽くせない｡

次の文章はウェス ト嬢の思想を端的に表わしている｡

彼
かの

の 女
おんな

今や市街の煩繁を好まずおれ り､彼の女の脳は市中の貧困､卑野罪悪の

様を見て己が身
み

上
うえ

の如くに感ずるにより労
つ

かれはてたる｡万人の困難を見る毎に

彼は自分の困難の如くに感 じ､人の敵は 臼
みずから

の敵として憂-不正のを残酷のを､

凡てのをある毎に彼の女は-に己が心に延
ひ

きて苦労せ りその事業のその身過度な

りや知るべきなり､今や彼の女の心はその古郷のホームにあり､彼の女が/ト女よ 
(故郷) つか

り青年に成長せ し､昔のホームにあ口､彼の女は時に日中の労働に労れはて→家 
(りカ) 
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に帰るをあり､その時は彼の女は運動椅子に□りて､身を安
やす

め男子も女子も将
ま

た

やと (寄カ)
雇ひ女も区別なく家内の雄話仲間入りをなすあり｡青春の婦人男子にして､広き

イリノイ州中一のホームの交を有せざる人々が母の如くに親
し

たひ来て､日曜日の

かの
夕食に彼の手より僅か一片のパンとバターと胡桃

く るみ

を受くるを最上の書とするを見

れば以て嬢が如何
い か

計
ば か

り青年男女を愛するか､彼等
か れ

が如何計り嬢を敬愛するかを見
ら

るを得べきなり｡今や彼の女は我が国矯風禁酒事業のために尽す所あらんとして

じ上じ上うふ

渡来せりこの女丈夫をして空 しく去らしむるをなか□しめんと欲せば､彼の女を

くらカ)
歓迎して充分の利益を得んこそ願わしけれ｡

ウェス ト嬢は明治 25年 9月来日し､横浜に到着すると直ちに北海道に向かった｡ 日
本北海道根室国根室郡有機町 4丁目弐番地渋谷十郎は､明治 25年 11月廿日付けで根
本正宛次のような手紙 (『日本に於けるウェス ト嬢』)を寄せている｡手紙の概略は次の
ような内容である｡
未だ根本正様にはお会いしてないけれども､禁酒運動のためご尽力されていることに

感謝しております｡私も微力ながら努力しておりますのでご安心下さい｡僚友の香取氏

が帰任の際､『ウェス ト女子′卜伝付禁酒演説集』を一冊ご恵贈下され大変感謝しておりま
す｡ウェス ト女子歓迎などの状況は､お送り頂いた冊子や新聞雑誌及び香取氏から聞い

てご苦労の段感謝致します｡ウェス ト女子の講演は､北海道では僅かに函館 ･札幌 ･小

樽だけでしたけれども､そ紹芳名は全道 12州に知れ渡り､特にウェス ト女子の肖像画
は熱心な矯風会の人たちは競って求めたという｡香取氏から聞くところによれば､ウェ

ス ト女子は現在長崎地方の禁酒運動中で､帰国は横浜港から出港とのことなので､帰京

の節感謝状を渡して頂きたいという依頼状である｡

◎渋谷氏よりウェス ト嬢-の感謝状

要約すると､貴国から我が日本に到着するや第-番に我が北海道-玉歩をしるされ
感謝しています｡親愛なる友愛なる高意をもって禁酒主義のため､特に婦人矯風のため
千言万語をもって熱心に演説されたことは､本会の雑誌 ｢護国ノ盾｣第 42号でよく分
かり深く感謝しています｡私は公務のため札幌であなたを歓迎できなかったことは申し
訳ないと思います｡僚友検事新之助香取氏帰任の際あなたにお会いし､不肖十郎が当根
室に於いて禁酒主義を推進しているのをお話ししたところ､香取氏に伝書で私に ｢懇焦

なる論示｣を賜り感銘致しました｡私は幼弱にして父母を亡くし､爾来 1長講で酒魔に
魅せられ､以来 4年前の 49才まで夢生酔死の生活を送り､貴重な時間を 徒 に過ごし
ていたが､神は私を見捨てなかったので､ある朝魔界を脱し今日の幸福を得ることが出
来ました｡私は浅学で経験も乏しいが､徳義 (道徳上の義務)を反省し､この精神を以
て将来の青年禁酒会負を指導する決心しています｡

万里長征の貴賓玉体のご愛護を祈 ります｡

ウェス ト嬢は北海道から青森 ･福島 ･栃木 ･群馬､さらに関西方面､北陸地方など 18


都市で禁酒講演をしたが､ 12月 1日加州金沢の地で病没 した｡この小伝にあるよ鼻に

彼女はキリス トの使徒の如く､自分の身体の犠牲をいとわず禁酒運動に溝進した｡｢凡て

のをある毎に彼の女は一つに己が心に延きて苦労せりその事業のその考漁度なりや知る

べきなり｣というほど多忙を極め苦労が多かったのであろう｡そのため齢 五十有五の死

であったのだろうか｡広く世界で惜しまれる最後であった｡
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6 トピックス


ね もと し よ う


･1)根本 正 ふくつ
不屈の政治家 那珂市

旨して帰国し,衆議院議員に二度立候補したま 喜≒妻壬 が落選｡三度≡ --= ≒ 

I
- ≒71≡ _

j 未成年者喫煙禁止法,未成目の挑戦で当寅;i遺し.国民教育授業料全廃の建弘
毒酒禁止温 年者歓を水郡線鉄道建設に関する建議などを成立させ,その政

L!:
注 して? 禦 碧 く禦 ..I-:て誉 ､‥ ; .∴､ ..‥‥ .;: ‥ "三;こ 治家:∴柔(F 蔓人力車夫をしながら勉学に励む｡その後･ヨーロツ 1三…三二.;三≡ ≡ i L 三 空 . 手l ′‥チ芸:, 子‥ 貰Z

.
榎本正の生溝且より転載) 二 = 三≡…三…二 く _三≡三宝 の文化に影響を!

なか<んひがL ,毒のくら げんさい そ

根本正は,那珂郡葉木倉村 〔現在の那珂市〕に生ま ふ しようや っと


学問にも優れた能力を発揮したす< はつき 人で,正は 7 れました｡祖父祖父は庄屋を務め,, に読み書きの手8歳のころからこの

ほどきを受けました｡3歳の時に水戸に
いd-r

へ しtこかそさ
豊田天功
よ=んう1 ん Eううんういとrてこ

出て っし,う7『大日本史』の編さんにあたっていた彰考館総裁･
のもとで働きながら,一生懸命勉強しました｡その後,水戸藩の下級役人と

rん< と<

.̂めい
なった正3は 

は,パリ万博に出席した徳川昭武 〔dわあきたけ 水戸藩第 1 けらい1代藩主〕の家来が持ち

マッ 帰った時計と

( チを見て,たいへん驚きましたO Jよほど頭のいい人がつくったにらがいない｡横ここ

文字を書く人たちだ｡これからは横文字の勉強をしなければいけない｡こんなすぼらしい国に行ってみたい 

と,正は決意します O)

世は明治となり,正は ｡1 62歳の時のことです｡ やよ 0歳になると,役人を辞め,勉強のために東京に行きます｡

しかし ,東京に行くことを実家には知らせていなかったので,じつか 生活

じすい しんりしやふ
さ

はたいへんでした｡自炊しながら昼 昏
は勉学,夜は人力車夫となって働きましたO

このころ正は,明治 4年 (871に刊行された 『 -りJしへ1 ) 西国立志編』という書物をいL<- ん 読



小学校に入学します｡その後,中学校,大学と進学しました｡大学を卒業した後,イ
しさつ

ギリス ･ドイツ ･フランス ･イタリアを視察し,帰国しましたOこの時,正は 39歳
う あE い-い fT さ) ん1 t

でした｡アメリカでは, Q)神はかたよらず,②受くるよりは与うること幸 なり,③善
つみ ん と yひ 7

を知って行わざるは罪なり,④貧は富を作る,の 4つのことを教わります｡この精神

は.その後の政治生活,日常生活の中に生き続けました｡
7=いぎL / りつこうほ

帰国した正は,すぐに政治活動を始めます｡代議士になろうとこ度選挙に立候補し
ちょうせん

ますが,当選できませんOそれでも正はあきらめずに挑戦します｡そして,ついに明
伝

治 31年(1898)の選挙で初当選を果たします047歳になっていました.
にな

(子どもは国の父
ふ

母
ぼ

である｡未来を担う子どもたちを健康に育てるのは大人と国の責
せき

⊂二ん
任である｡ )

しゅちょう い<せい
こう主張する正は,青少年の育成に取り組みます｡まず,明治 32年(1899)に小学
じゅJうょ んl みせねLきえき rうg=りう せEい いんやつんんL t

校の授業料を全廃させることに成功します｡次に同じ年に未成年者喫煙禁止法を成立
よく いんし¢ ていあん

させます｡続いて,翌年には未成年者飲酒禁止法を提案しますが.反対が多く,なか
ねは つよ せつとく

なか成立しませんでした｡正はあきらめずに粘り強く説得し.22年の年月をかけてこ
ほうりつ すい <んせん

の法律を成立させます｡また.茨城県の北部地方の人々のために水郡線の敷設
ふせつ

にも力

を尽くします｡
らく/ せか んtせv いい いTい

その後,大正 13年(1924)の選挙で,わずかな差で落選すると,政界を引退し,戟 
/ようカ tい

念ながら水郡線の全線開通を見ることなく,生
L

涯を閉じることになりましたo

ゆ7 })Oスポットに市. 3こ計さ5L )

rJんしようひ根本正顕彰碑

所在地 那珂市福田4515(那珂市中央公民館の向かい 

行き方 JR上菅谷駅より徒歩 1 )

内 容 5分T亡た根本正の業績を称えるために平成 13年( 2001)に建てられま

凍.v:A㌔ :淑 ; 一 弧{ /美凶 . .､､ J.. 一 闇 ニ ;JL 一･h滋臓 血.箸/_ 二L治嘗-鹿表堅..r二.. したo t与r?J′

圃 桓 N重 + 要 隻 : 



市のおり将 を粕 に掲げて
さ ままとす｡｢市民の皆
て､そ 協 働｣ しの実演を目指
してまいります｡

後を

便物 証 司

えた定見据い しま した｡第 1次那珂市振合計面｣を熊､
｢人にやさ

の香り しく文化高いまち｣

(2)茨城新聞 ｢茨城入国記｣ に締介された根本正 

晩 方鵡 し ,轟F > 乃 円 20ロ8年3月28日 金曜日
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(3)ブラジル日本移民百周年記念写真展を海外移住資料館で開催
一新世界に渡った日本人 -

1908 (明治 41)年 4月 28日､ブラジル-向けた第 1回日本人集団移住者た
ちを乗せた移民船笠戸丸が､神戸港を出港し､約 2ケ月にわたる航海を経て 6月 18

日､ブラジルのサントス港に到着した｡これが日本人の集団ブラジル移住の始まりと
なった｡ 
1904年に小泉総理がブラジルを訪問したとき､百周年に当たる 2008年を日

本ブラジル交流年 (日伯交流年)として祝 うことを両政府が合意したものである｡展

示内容は､サンパウロにある日本移民史料館のものを中心にブラジル各地から収集し
た移民の歴史を物語る貴重な写真資料の展示です｡ブラジル探検報告を出した根本正
の写真と紹介もあります｡現在､海外移住資料館 (横浜 ･赤レンガ倉庫の近く)で 3

月 16日から6月 29日まで開催中｡

この写真展は､ブラジルと日本の深い結びつきと歴史を理解 し､今後の新たな国際
交流を模索する上でも重要です｡そのため 2月初旬から 10月下旬まで各地で写真

展が開催され､本県では 7月 7日から8月 1日まで ｢茨城県庁 11階ア トリウム｣で
展示されるので､この機会に見学されてはどうでしょうか｡｡

編 集 後 記

顕彰会会報も今回で 56号になります｡会報の文献目録をめくると多数の研究 ･
資料 ･情報が掲載され､たくさんの方々のご協力の賜と深く感封致しております｡

会報は 20貢以下に抑える予定でしたが､ウェス ト嬢の講演を聴いて根本正がま

とめた貴重な禁酒演説集がありましたので､それを原文のまま掲載した関係上真数
が多くなってしまいました｡原文が不鮮明のため多少読みづらい点がありますがお
許しをいただきたいと思います｡今後は会報を出来るだけスリム化 していきたいと
思っております｡

ご多忙の中､玉稿をお寄せーいただいた方々には厚く御礼申し上げます｡

今年は紹介しましたように日本からブラジル移住百周年になりますし､約 150

万人の日系人同胞が住んでいます｡会報でブラジル移民についての話題を提供して

いきたいと思っております｡(食滞)
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